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Summary
Asatsuki entered endodormancy both in summer and in late autumn, and the formation of true bulbs was 
followed by the summer dormancy which was much deeper and longer than the late autumn dormancy.  In 
contrast, chives (Allium schoenoprasum L.) entered endodormancy only in late autumn and the dormancy was as 
shallow and short as the late autumn dormancy of asatsuki.  In addition, chives did not form a true bulb as asatsuki 
did, continuing to grow throughout the summer.  Bulb formation of asatsuki was induced by exposing the plant to 
natural winter temperatures until mid-January. The late autumn dormancy of asatsuki was maximally induced by 
exposing the plant to 13 C˚ for 5 weeks; the lower temperatures than 13 C˚ had less effect on inducing dormancy.  
And a temperature of 1 C˚ had a negative effect, that is, a dormancy-breaking effect.  Immediately after harvest (at 
the end of June), asatsuki cloves were deeply dormant, but their dormancy diminished with time, and the sprout 
dormancy was completely broken in mid-August, the root dormancy completely broken at the beginning of August. 
The optimum temperatures for sprouting were 9 to 13 C˚ with deeply dormant cloves, but 9 to 21 C˚ with cloves 
released from dormancy.  The optimum temperatures for rooting were 9 to 25 C˚ in early August.  When asatsuki 
cloves immediately after harvest were stored at 9 to 37 C˚ for 2 weeks, the cloves stored at 33 C˚ sprouted most 
quickly, and as the storage temperatures decreased, the cloves sprouted more slowly.  However, the longer the 
storage duration was, the storage temperature for breaking dormancy decreased, and when cloves were stored for 
8 weeks, the storages at 9 and 17 C˚ hastened most sprouting. When freshly harvested cloves were stored at 33 C˚ 
for 2 weeks and then stored at 17 C˚ for 2 weeks (or stored first at 33 C˚, secondly at 17 C˚ and finally at 5 C˚ for 2 
weeks ), the cloves sprouted far more quickly than ones stored at constant temperatures for 4 weeks (or 6 weeks).  
The sprouting of dormant asatsuki cloves was more promoted by immersing them in benzylaminopurine 50 ppm 
solution before planting than by the storage at 33 C˚ for 2 weeks. 
Key words：breaking dormancy, bulb formation, endodormancy, high temperatures, low temperatures. 
緒　　　言
　アサツキAllium schoenoprasum L. var. foliosum Regel
は北海道から本州，四国にかけて広く自生しているネギ
属の食用になる野生植物で（佐竹ら，1982），全国的には
山菜として利用されているが，山形県（2006年の作付面
積は 23ha），福島県（14ha），群馬県と埼玉県（各 3ha）
などでは販売のための生産が行われており（日本施設園
芸協会，2008），特に山形県庄内地方などでは冬〜早春採
りの野菜として古くから親しまれている．欧米ではアサ
ツキと種名が同じチャイブAllium schoenoprasum L.が
栽培され，休眠打破を行う促成栽培も行われている
（Poulsen, 1990）．アサツキとチャイブは学名が種レベル
で同じであり，当然なことであるが地上部の形態が葉，
キーワード：休眠打破，高温，自発休眠，低温，鱗茎形成 . 
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花器ともよく似ていて利用の仕方も似ている．しかし，
この2つの栽培種の間には休眠生態と明白な鱗茎を形成
するかどうかで大きな質的差異が見られる．アサツキは
夏期に明白な鱗茎を形成して深い自発休眠に入るととも
に晩秋期にもやや浅い自発休眠に入るのに対して（高樹，
1987a），チャイブは夏期に休眠せず，晩秋期に自発休眠
に入るだけで（McCollum, 1935 ; Jones and Mann, 1963 ; 
Krug and Fölster, 1976），明白な鱗茎の形成も見られな
い（Jones and Mann, 1963）．そこで，本報告ではアサツ
キとチャイブを同時に栽培して休眠生態および鱗茎形成
に関して両栽培種の差異点を生理生態学的に把握するこ
とを試みた．さらに，アサツキの鱗茎形成の条件と夏期，
晩秋期における休眠誘導および鱗茎の休眠打破に関して，
著者の既報の口頭発表（高樹，1982，1984，1986，1987b）
をまとめたものも併せて報告する．アサツキのこれらに
関する報告は現在でも著者の既報のもの（高樹，1987a）
を除くと見当たらないようである．
材料および方法
植物材料
　アサツキは系統‘八戸4’を主として供試した．この
系統は青森県八戸地方の在来品種‘八戸’に由来する系
統である（高樹，1987a）．この系統を含めアサツキのそ
の他の品種・系統を山形大学農学部の圃場で1970年代
後半から栄養繁殖により維持してきた．圃場での栽培は
慣行に従い，毎年地上部がほぼ黄変した6月に株を掘り
上げて，鱗茎を植付時まで軒下で風乾した．アサツキの
1株は通常多数の鱗茎で構成されているが，この鱗茎は
側球（clove）とも呼ばれる（高樹，1987a）．チャイブ
はタキイ種苗から購入したデンマーク産の種子を用いた．
2003年7月12日に大型プランター（外寸：長さ55 cm，
幅 20 cm，深さ 17 cm）にこの種子を播種し，2004 年 6
月19日に径15 cmの素焼き鉢に10株ずつ移植し，鉢を
圃場周辺の緑陰下に置いて育てた．冬期間は鉢を上端近
くまで圃場の土中に埋め込んだ．2006年5月1日にすべ
ての株を圃場に定植した．チャイブの実生1年生株を除
いて，両栽培種とも掘り上げ時には1株が数本以上の分
げつで構成されていたが，実験に際しては1本の分げつ
を1シュートとして供試した．
実験方法
実験1　チャイブとアサツキの成長力の季節的変動
実験1-1　2004-05年実験
　アサツキ‘八戸4’とチャイブを2004年3月25日から
2005年1月27日まで4週間間隔で根をできるだけ損傷し
ないように掘り上げて，葉の成長力を調べる実験（以下
‘成長力テスト’と略す）に供試した．アサツキは2004
年7月16日に地上部が全枯した鱗茎を掘り上げて当日に
植え替え，チャイブは2004年6月19日に株を移植したが，
それ以外は両栽培種とも植えっぱなしにしておいたもの
をサンプリングした．
　掘り上げた株は1シュートずつに分けて，バーミキュ
ライトを培土として12 cm鉢に5シュート（あるいは5
側球）ずつ植え付け，両栽培種とも2鉢10シュートを1
回のサンプリングで準備した．鉢を葉の成長適温（高樹，
1987a；Poulsen, 1990）である 20℃（± 0.5℃）の人工
気象器内に置き，2週間成長させた．光条件はナショナ
ル（現パナソニック）製の高演色性蛍光灯（演色AAA
昼白色N-EDL）の16時間日長照明とし，植物体上の光
強度をPPFDでおよそ200 µmolm-2s-1になるようにした．
植付時と処理開始1週間後に1000倍に希釈したハイポネッ
クス液〔村上物産株式会社，N-P-K成分量6-10-5〕を
灌水代わりに十分与えたほか，用土の乾きに応じて適宜
灌水した．
　20℃2週間培養中の葉伸長量は，20℃処理開始時とそ
の2週間後の各葉長（葉の先端の枯れた部分は除く）の
差を算出し，1シュート中の最大葉伸長量をそのシュー
トの葉伸長量とし，10シュートの平均値を当該区の葉
伸長量とした．アサツキで未萌芽側球を植え付けた場合
は，2週間後に側球の先端から伸び出した芽の部分を葉
伸長量とし，2週間後も未萌芽の場合は葉伸長量をゼロ
とした．
実験1-2　2007-08年実験
　アサツキは2007年6月6日に収穫した‘八戸4’の側
球を同年8月13日に圃場に植え付けて，翌夏の地上部黄
変枯死後も掘り上げずに植えっぱなしにしておいたもの
を，チャイブは2006年5月1日に圃場に定植し，それ以
後植えっぱなしにしておいたものをサンプリング対象と
した．2007年8月10日から2008年12月26日までの約17
か月間，4週間おきに株を掘り上げて（アサツキの最初
のサンプリングのみは軒下貯蔵の鱗茎を用いて），葉の
成長力テストを行った．この実験の葉の成長力テストは
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実験 1-1 とは別の方法で，既報（高樹，1987a）に準じ
て行った．すなわち，掘り上げたシュートから葉の頂端
側を切除して，長さ3 cmのエキスプラントを調製し（未
萌芽の側球の場合は切除せずにそのまま用い），そのエ
キスプラントをバーミキュライトを用土として12 cm鉢
に6シュート（あるいは6側球）ずつ植え付けた．1区
当たり2鉢12シュートを準備し，実験1-1と同様の人工
気象器を用いて20℃（±0.5℃）の16時間日長条件で2
週間培養し，その間に葉の新たに伸長した部分の長さを
測定して，葉伸長量とした．なお，培養中の養水分供与
は実験1-1と同様に行った．
実験2　アサツキの鱗茎形成（夏期休眠誘導）に及ぼす
低温と長日の影響
　1979年8月31日に‘八戸’（‘八戸4’の親品種）の側
球を12cm素焼き鉢に山砂を用土として1球ずつ植え付け，
鉢をガラス室内のプラスチックフィルムで囲ったフレー
ム内に置いて栽培し，住友液肥2号（10-5-8）の200倍
液を適宜施した．フレーム内の温度はサーモスタットで
最低温度が20℃以下にならないように調節し，下記の
処理期間以外は植物をフレーム内において自然日長で栽
培した．低温・自然日長区は1979年12月1日から63日
間植物を無加温ガラス室（窓を常時少しだけ開放）に移
して自然低温に近い温度にさらし，処理後の1980年2月
2日に植物をフレーム内に戻した．低温・長日区は前記
と同様の低温処理終了後の2月2日から58日間（4月1
日まで）フレーム内で自然日長を白熱灯で延長補光して
24時間日長で栽培した．無低温・長日区は24時間日長
処理のみを低温・長日区と同様に2月2日から4月1日ま
で行った．対照区（無低温・自然日長区）は1979年8月
31日から翌年の実験終了日の8月9日まで鉢をフレーム
内におき続けて自然日長で栽培した．なお，1980年2月
2日から4月1日までの自然日長（日出時刻と日没時刻
の差に40分を加えた時間）は最短が10時間58分で最長
が13時間16分であった．また，実験期間中の最長の自
然日長は1980年6月20日の15時間30分であった．1区
当たり21個体を準備したが，実験途中で虫害などによ
り1区当たり数個体が失われた．
実験3　アサツキの晩秋期休眠の誘導と打破に及ぼす温
度，日長と品種・系統の影響
実験3-1　温度の影響
　1986年6月に掘り上げた‘八戸4’，‘七窪’，‘十里塚’
（後の2つはいずれも山形県庄内地方で採集された系統
で系統名は採集地の地名にちなむ）の側球を同年9月6
日に中型プランターに植え付け，温度処理開始日まで実
験2と同様の最低20℃に調節したフレーム内にプランター
をおいて自然日長で育てた．プランター植えのまま9月
30日から11月11日までの6週間，以下の温度処理を行っ
た：21，17，13，9，5 および 1℃．9℃以上の温度処理
は人工気象器を用い，光条件は13℃以上の温度区では
陽光ランプ8時間に白熱灯4時間を延長補光する12時間
日長とし，9℃区では蛍光灯の12時間日長照明とした．5℃
以下の温度処理区では前面ガラス張りの低温恒温器を用
い，光条件は窓を通しての自然散光照明とした．処理前
（各系統ごと）と処理後（各系統の6温度区ごと）に1区
当たり約10本のエキスプラントを実験1-2と同様に調製
して，葉の成長力テストを行った．ただし，培養温度を
21℃とし，培養期間を1週間とした．
実験3-2　低温処理期間の影響
　系統‘八戸4’のみを用いたこと，また温度処理を実
験 3-1 で休眠誘導効果が最も高かった 13℃と対照区の
21℃のみとしたこと，また処理期間を0（処理前に葉の
成長力テストを行った区），1，2，3，4，5および6週間
として処理期間の効果の比較を目的としたこと以外は，
温度処理開始日を含めて実験3-1と同様に行った．
実験3-3　日長の影響
　系統‘倉ヶ嶽’および‘納見’を供試した．両系統と
も石川県農試から1984年に供与されたもので，名称は
石川県の採集地の地名にちなむ．1986年9月6日に側球
を小型プランターに植え付け，10月23日まで実験2と
同様の最低20℃に調節したフレーム内にプランターを
おいて自然日長で育てた．10月23日から11月20日まで
の4週間，人工気象器（21℃と13℃）と前面ガラス張り
の低温恒温器（13℃と9℃）を用いて温度・日長処理を行っ
た．21および13℃区ではそれぞれ陽光ランプ8時間照明
のみの8時間日長区と陽光ランプ照明に白熱灯を4時間
延長補光した12時間日長区を設けた．一方，13および9℃
区の光条件は窓からの自然散光照明によるものだけとし
たが，この区の日長は自然日長に近い．温度･日長処理
後に実験3-1と同様の葉の成長力テストを1区当たり約
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10本のエキスプラントを用いて行った．
実験3-4　晩秋期休眠の品種・系統間差異
　アサツキの晩秋期休眠の時期と深さの品種・系統間比
較を10の品種・系統を用いて行った．供試した品種・
系統は既述の‘八戸４’，‘七窪’，‘十里塚’のほかに‘ジ
ンジ’，‘バンバ’（この2つは山形県庄内地方の在来品種），
‘置賜’（山形県置賜地方の在来品種で通称‘シラシゲ’），
‘福島’（福島県安達地方の在来品種），‘東堀越’，‘松ケ
岡’および‘櫛引’である（最後の3つは山形県庄内地
方で採集された系統で，系統名は採集地の地名にちなむ）．
これらの圃場栽植株を 1983 年 11 月 19 日，12 月 20 日，
1984年1月22日，4月20日，5月21日，9月8日，10月
1日，11月2日，11月30日，12月30日，1985年1月29日，
2月28日，3月30日および4月30日に必要量だけ掘り上
げ，葉の成長力テストを実験3-1と同様に行った．ただし，
4 cmのエキスプラントを用いた．
実験4　アサツキ鱗茎（夏期休眠）の休眠打破
実験4-1　鱗茎の収穫後の日数経過が休眠レベルの低下
と萌芽・発根適温域の拡大に及ぼす影響
　1986年6月28日に（地上部がすでに全枯していた）‘八
戸4’の鱗茎を掘り上げ，風通しの良い軒下の日陰で貯
蔵した．6月30日から側球を2週間間隔で8月25日まで
時期をずらして湿ったバーミキュライトに埋め込み，5，
9，13，17，21および25℃で発根・萌芽させた．1時期・
温度区当たり15側球を供試し，植え付け後は毎日発根，
萌芽調査を行い，すべての側球（病害球やまれに見られ
た発育不全球を除いて）が発根・萌芽するまで調査を続
けた．植付日から発根，萌芽するまでの所要日数の平均
値を算出したが，各区で最後に発根，萌芽するものの中
には非常に遅延するものが時々見られたので，平均値の
算出に際しては，最後に発根，萌芽した側球の所要日数
を一律に除外した．
実験4-2　鱗茎の貯蔵温度と貯蔵期間が休眠打破に及ぼ
す影響
　実験 4-1 と同材料を 6 月 30 日から -2，1，5，9，17，
21，25，29，33および37℃で2，4，6，8，16および32
週間貯蔵し，貯蔵後の7月14日，7月28日，8月11日，
8 月 25 日，10 月 20 日および翌 1987 年の 2 月 9 日に植え
付け，17℃で萌芽させた．1区当たり15側球を供試した．
なお，各貯蔵期間で実施した貯蔵温度は前記の温度のう
ち第12図のグラフに挙げた温度のみである．
実験4-3　鱗茎の時期別変温貯蔵が萌芽に及ぼす影響
　1986年度の実験は実験4-1と同材料を6月30日から7
月28日までの4週間を2週間ずつの2期に分け33℃（以
下Hと略す），17℃（M）あるいは5℃（L）で貯蔵した．
実験した変温の種類はHH，HM，HL，MM，ML，LL
としたが，ここで‘HM’は前半の2週間を33℃で，後
半の2週間を17℃で貯蔵したことを表す．なお，対照区
として自然温度（風通しの良い軒下）で貯蔵する区（NT）
を設けた．7月28日に植え付け，17℃で萌芽させた．1
区当たり15側球を供試した．
　1987年度の実験は1987年6月15日に収穫した‘八戸4’
を用いた．鱗茎を6月17日から7月29日までの6週間を
2週間ずつの3期間に分けて温度を変えて貯蔵した．実
験した温度は前年度の実験と同様の33℃（H），17℃（M）
あるいは5℃（L）とし，第13図Bに示した10区の時期
別変温貯蔵を実施した．ここで‘HML’は前期を33℃，
中期を17℃，後期を5℃で貯蔵したことを表す．貯蔵終
了後の7月29日に植え付け，17℃で萌芽させた．1区当
たり18側球を供試した．
実験4-4　鱗茎に対する温湯浸漬や植物調節物質などの
処理が休眠打破に及ぼす影響
　アサツキ以外の植物の鱗茎，種子で休眠打破効果が認
められている植物調節物質や薬剤，また温湯浸漬などの
処理をアサツキ鱗茎に行って休眠打破効果を調べた．
1986年6月28日収穫の‘八戸4’および‘バンバ’の鱗
茎を1区当たり15側球供試した．処理の種類によって処
理時期を7月2日と7月11日に分け，いずれも鱗茎の外
皮を剥いで処理を行い，処理後17℃で萌芽させた．7月
2日に実施した処理は以下の通りである：（1）45〜47℃
の温湯に鱗茎を1時間浸漬し，即日植え付け；（2）鱗茎
を流水中に1日間浸漬し，7月3日に植え付け；（3）ジ
ベレリン（GA）500 ppm水溶液（協和発酵のジベレリ
ン協和粉末）に鱗茎を5時間浸漬し，即日植え付け；（4）
ベンジルアミノプリン（BA）300 ppm水溶液（クミア
イ化学工業のビーエー液剤）に鱗茎を5時間浸漬し，即
日植え付け；（5）エチレン1000 ppmの気浴処理（エチ
レン1 mL／空気1 L）を鱗茎に対して1日5時間，計4
日間処理した後の7月5日に植え付け．対照区は無処理
の鱗茎を7月2日に植え付けた．なお，‘バンバ’のみは
7月2日から7月16日までの2週間，37，33℃で鱗茎を
貯蔵後植え付ける区も設けた．
　7月11日に実施した，対照区以外の処理は以下の2つ
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である：（1）カルシウムシアナミド（CaCN2）の4％水
溶液（40 g／L）の濾過液に鱗茎を5時間浸漬し，即日
植 え 付 け；（2）二 硫 化 メ チ ル（Dimethyl　disulfide，
DMDS）1.6 mLを水160 mLに混合したものを4.5 L容
量のデシケーター中に鱗茎とともに入れて，8時間気浴
処理し（約360 ppm），即日植え付け．対照区は無処理
の鱗茎を7月11日に植え付けた．
実験4-5　鱗茎の休眠打破に及ぼすベンジルアミノプリ
ン濃度の影響
　1987 年 7 月 6 日収穫の‘福島’の鱗茎を供試した．7
月14日に鱗茎をベンジルアミノプリンの25，50，100，
150 および 200 ppm 水溶液および水（0 ppm）に 4 時間
30分浸漬し，即日に植え付け，17℃で発根・萌芽させた．
1区当たり15側球を供試した．
結果および考察
アサツキとチャイブの葉の成長力の季節的変動（実験1）
　アサツキの葉の適温下における2週間の伸長量すなわ
ち葉の成長力の季節的変動のパターンは実験1-1（第1
図），実験 1-2（第 2 図）とも既報（髙樹，1987a）とほ
ぼ同じ傾向を示した．アサツキの葉の成長力の季節的変
動パターンの特徴と自発休眠（以下‘自発’を強調する
場合以外は単に休眠と略す）について，既報（高樹，
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Fig. 1.   Seasonal changes in leaf growth activity of field-grown asatsuki ‘Hachinohe 4’ and chives (Expt. 1-1).  Field-grown plants 
were dug on every sampling date and divided into every single tiller.  Five tillers (=shoots) were planted in vermiculite in 
a 12-cm-diameter pot.  Potted plants were cultured at 20 C˚ under 16-hr photoperiods for 2 weeks, and increased leaf length 
was measured.  Replication 10.
Fig. 2.   Seasonal changes in leaf growth activity of explants from field-grown asatsuki  ‘Hachinohe 4’ and chives (Expt. 1-2). 
Explants of 3 cm in length were made by cutting off upper parts of shoots and all roots from plants.  The explants were 
planted in vermiculite, and cultured at 20 C˚ under 16-hr photoperiods for 2 weeks, and increased leaf length was measured. 
Replication 12.
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1987a）の結果も踏まえながら，葉の生育状態および鱗
茎形成に注目してまとめると以下のようになる．アサツ
キは早春（2月下旬〜3月中旬）に葉の成長力がピーク
になり，以後成長力が次第に低下していき，晩春（4月
下旬）から仲夏（7月上中旬）までの期間は成長力がほ
とんどゼロになった．その後成長力が回復して次第に高
くなり，初秋（9月上旬）には早春とほぼ同程度のピー
クに達した．その後成長力はまた次第に低下していき，
晩秋に入る頃（10月末〜11月上旬）には成長力が極小
になったが，晩春〜仲夏期のようにゼロまでは低下しな
かった．その後また成長力が次第に回復していき早春に
は再びピークに達した．この成長力の変動パターンは，
アサツキには休眠する時期が1年間に夏（正確には晩春
〜仲夏であるが，以下‘夏’と略記する）と晩秋（正確
には仲秋後半〜晩秋前半であるが，以下‘晩秋’とする）
の異なる 2 季節にあることを示している．1 年に 2 回，
明白な休眠をする植物は他のネギ類では見られず，食用
植物全体を見渡しても珍しい．夏期休眠では成長力がゼ
ロにまで低下して，その期間が約2.5か月も続くが，晩
秋期休眠では成長力が低くなるが少しは維持され，休眠
期間も1か月以内で比較的短い．夏期休眠の初めの時期（4
月下旬）には，緑葉がまだ存在していたが（第3図A），
これは成長を終えた葉で成長力テストには反応しなかっ
た．この時期（2004 年 4 月 22 日）のシュートの最も若
い展開葉を剥ぐと，内部に1枚の（葉身のない）葉鞘部
が著しく肥厚した葉，すなわち貯蔵葉が見られた（第3
図B）．これはこの時期にはかなり発達した典型的な鱗
茎がすでに形成されていたことを示している．この貯蔵
葉に内蔵される形で1個の芽があった（高樹，1987aの
Fig.6 参照）．この時期の鱗茎を植え付け，芽の成長適
温下で2週間栽培しても萌芽（葉の成長）は全く見られ
なかった，すなわち鱗茎の芽は深い休眠状態にあった．
夏期休眠の終わり頃（7月15日）には地上部がすでに全
枯状態で，植物体は鱗茎のみになっていたが（第4図A），
この時期に掘り上げた鱗茎を植え付け，成長適温下で7
月29日までの2週間育てると，萌芽成長が見られた（第
4図B）．すなわち7月下旬には休眠がある程度浅くなっ
ていた．なお，実験1-1では各掘り上げ日にシュートの
葉を順次剥いでいって，必要に応じて茎頂近くまで露出
して貯蔵葉形成の有無を解剖顕微鏡下で観察したが，貯
蔵葉の形成は最初の掘り上げ日の2004年3月25日にす
でに認められた．同年8月15日にはアサツキの植物体は
鱗茎のみになっていて，鱗茎の中心部にその後萌芽成長
する芽があったが，この芽内には貯蔵葉原基の形成はま
だ認められなかった．以後のサンプリングで貯蔵葉原基
の形成が解剖顕微鏡下で初めて確認されたのは翌年の1
月27日に掘り上げた個体であった（第5図）．貯蔵葉原
基が形成されると，それより内側（すなわち上位節）の
葉原基，茎頂は成長が抑制されて，芽は休眠に入ってい
くと考えられるが，貯蔵葉原基より先に形成された下位
節の若い展開葉はまだ成長途中にあって成長テストに反
応し，1月下旬〜3月下旬における葉の成長力は高かった．
　次にチャイブの葉の成長力の変動と休眠を前述したア
サツキのそれと比較すると以下のようであった．チャイ
ブの新芽は3月中旬に萌芽し，3月下旬には新葉の旺盛
な生育が見られ（第6図A），その後晩秋の初め（11月
Fig. 3.   Asatsuki plants dug on 22 Apr. 2004 (Expt. 
1-1).  (A) The plants with green leaves and 
the swollen bases of shoots.  (B) When the 
last green leaf (of the left plant) was peeled 
off, (in the right plant) a well-developed 
storage leaf (= a true bulb) appeared.
Fig. 4.   Asatsuki cloves dug on 15 July 2004 were sprouted 
at 20˚C (Expt. 1-1).  (A) Har vested cloves were 
photographed on 15 July. All the tops and roots had 
withered up.  (B) The cloves were cultured at 20 C˚ for 
2 weeks, photographed on 29 July.
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上旬）まで緑葉の繁茂している状態を保ち（第6図B, C, 
D, E），夏の高温時にもアサツキのように地上部を黄変
枯死させることはなかった．チャイブの葉の成長力が低
下したのは晩秋で，アサツキの晩秋期休眠と同時期の
10月末から11月初めの時期に成長力が極小になった．
この時期のチャイブの葉の成長力は，アサツキの晩秋期
休眠と同様ゼロまでは低下しなかった．この時期を過ぎ
るとチャイブの葉の成長力はアサツキ同様に次第に上昇
して早春（3月中下旬）にピークに達した．しかし，そ
の後のチャイブの葉の成長力の変動はアサツキと異なり，
晩秋期まで若干低下することはあってもかなりの高さが
維持され，夏期に休眠に入ることはなかった．この点が
アサツキと大きく異なる点である（第1の相違点）．なお，
その他にチャイブの休眠生態がアサツキのそれと異なる
小さな点として，チャイブの晩秋期休眠は年によってか
なり浅くなる場合のあることが挙げられる．例えば
2007年（実験1-2）の晩秋期休眠はアサツキもチャイブ
も2008年の同休眠に比べて浅かったが，チャイブのそ
れはアサツキに比べてかなり浅くなった．晩秋期休眠に
入った後のチャイブの地上部の葉の状態はアサツキと同
様，11月下旬以降は葉の成長力の低下による新葉の出
現抑制と寒冷のために，地上部が枯れ込み始め，12月
下旬から翌3月上旬までは地表に緑葉がほとんど無い状
態になった．また，チャイブのシュート基部は1年を通
してアサツキのように球状に肥大することはなく，各掘
り上げ時期にシュートの葉を剥いで茎頂まで露出して解
剖顕微鏡下で観察したが，貯蔵葉原基の形成はいずれの
時期も全く認められなかった．すなわち，チャイブは数
年を経過して大株になればシュートの基部が若干肥厚す
ることはあっても，明白な鱗茎を形成することはなかっ
た．これはチャイブがアサツキと大きく異なる第2の点
である．
　著者はアサツキの在来品種・系統（アサツキの仲間の
野生種を含む）を東北地方，関東地方，新潟県，石川県，
広島県，北海道（エゾネギを含む）などから41品種・
系統を入手して，数年間以上試作したが，これらすべて
の品種･系統は鱗茎を形成して夏期に地上部を黄変枯死
させ，‘八戸4’と同様に夏期休眠することを確認した．
北海道のエゾネギの学名は Allium schoenoprasum L. 
var. schoenoprasumとされ（佐竹ら，1982；大井・北川，
1992；大橋ら，2008），アサツキとは変種段階で異なり，
分布の広がりからチャイブに近いもののようであるが，
日本で栽培されているアサツキの栽培種およびエゾネギ
を含むアサツキの仲間（野生種）はすべて明白な鱗茎の
形成と夏期に地上部の黄変枯死を伴う自発休眠を示すよ
うである．
Fig. 5.   The storage-leaf primordium of an asatsuki 
plant dug on 27 Jan. 2005 (Expt. 1-1).  The 
ruler is graduated in millimeters.
Fig. 6.   Chive plants dug on the following dates of 2004 
(Expt. 1-1).  (A) 25 Mar.  (B) 20 May.  (C) 15 
July.  (D) 9 Sep.  (E) 5 Nov.
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アサツキの鱗茎形成（夏期休眠誘導）に及ぼす低温と長
日の影響（実験2）
　アサツキは8月末の植え付け後，20℃以上の温度条件
を維持して，さらに自然日長下（最長でも6月下旬の15
時間30分）で栽培すると（無低温・自然日長区），どの
株も約1年間休眠に入らず，また鱗茎を形成せずに成長
を続けて，1年後には葉数と分げつ数が大幅に増加した（第
1表）．これに対して12月1日から2か月間だけ冬の自然
低温にさらすと（低温・自然日長区），その後 100％の
株が鱗茎を形成し，4月下旬には地上部が枯れ上がって
休眠に入った．自然低温処理に加えてその処理終了後の
2月2日から2か月間だけ24時間日長にして栽培すると
（低温・長日区），低温のみの処理に比べて鱗茎の成熟と
休眠の導入が促進されて，4月上旬には地上部が枯れ上
がった．また，低温を与えずに2月2日から2か月間だ
け24時間日長にして栽培すると（無低温・長日区），約
半数の株は鱗茎を形成して5月上旬にはその地上部を黄
変枯死させたが，残りの約半数の株は無低温・自然日長
で栽培を続けた株と同様に鱗茎を形成せず，また休眠せ
ずに成長を続けた．この結果からアサツキの鱗茎形成の
誘導には（冬の自然）低温の遭遇が必須と考えられる．
実験1-1で鱗茎形成の開始を示す貯蔵葉原基の形成が12
月30日ではまだ認められなかったが，翌月の1月27日
には認められたことから，1月中旬頃までの自然低温遭
遇によって鱗茎形成の誘導が完了するものと考えられる．
24時間日長という極端な長日にすると低温遭遇より弱
いが長日条件のみで鱗茎形成が誘導され，また24時間
日長が低温遭遇後に与えられると鱗茎の成熟と休眠の導
入が低温のみを与えた場合より促進されたことから，低
温遭遇後の自然の長日条件も鱗茎の成熟と休眠の導入を
いくらか促進していると考えられる．なお，鱗茎形成し
ないと休眠に入らないことから，鱗茎形成と夏期休眠は
生理的に相伴って起こる現象と考えられる．
アサツキの晩秋期休眠の誘導と打破に及ぼす温度，日長
と品種・系統の影響（実験3）
　実験3-1の温度処理開始時期の9月30日は成長力がま
だかなり高く，晩秋期休眠には入っていないと見なせる
が，この時期から6週間13℃処理をすると‘八戸4’，‘七
窪’では成長力が著しく低くなり，晩秋期休眠が誘導さ
れた（第7図）．13℃より温度が離れるにしたがってこ
の効果が弱くなったので，晩秋期休眠誘導効果は13℃ Ta
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前後の温度が最も高いと考えられる．既報（高樹，
1987a）で‘八戸4’の晩秋期休眠を誘導する温度を外
気温のデータから15℃前後と推定したが，この推定は
本実験結果で裏付けられた．‘十里塚’は13℃を含むど
の温度でも成長力がほとんど低下しなかったが，‘十里塚’
にも後述するように晩秋期休眠は存在する（実験3-4）．
しかし，‘十里塚’の成長力の低下時期は‘八戸4’や‘七
窪’に比べて遅く，また晩秋期休眠の深さも比較的浅かっ
たので，このことが実験3-1の結果に反映しているのか
もしれない．
　実験3-1で13℃より温度が低くなるに従って成長力低
下が抑制され，1℃まで低下すると逆に処理開始時より
成長が促進され，休眠打破効果が見られた．この効果は
‘十里塚’を含む3系統とも見られた．この休眠誘導と
休眠打破に関するアサツキの温度反応は，露地で生育し
ているアサツキの休眠が秋の涼温条件で誘導されるが，
早春にはその休眠が打破されていることの原因になって
いると考えられる．すなわち，晩秋期に誘導された休眠
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Fig. 7.   Ef fect of temperature on the induction of the late 
autumn dormancy of asatsuki (Expt. 3-1).  Three 
asatsuki cultivars, ‘Hachinohe 4’, ‘Nanakubo’ and 
‘Jurizuka’ were used. Temperature treatments to the 
plants were given from 30 Sep. to 11 Nov. 1986.  After 
that about 10 explants of 3 cm in length per treatment 
were cultured at 21 C˚ for one week, and the increased 
leaf length was measured.  In “Control”, leaf growth 
activity was tested at the start of the temperature 
treatment.  Vertical bars represent SE.
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Fig. 9.   Ef fect of shor t days on the induction of the late 
autumn dormancy of asatsuki ‘Kuragatake’ and 
‘Noumi’ (Expt. 3-3).  Plants were exposed to 12-hr 
or 8-hr photoperiods, or natural daylength (=ND) 
from 23 Oct. to 20 Nov. 1986.  Leaf growth activity 
was tested in the same as Expt. 3-1.  Vertical bars 
represent SE.
Fig. 8.   Effect of treatment duration at 13 C˚ on the induction 
of the late autumn dormancy of asatsuki ‘Hachinohe 4’ 
(Expt. 3-2).  The experimental methods were the same 
as Expt. 3-1 (Fig. 7) except for treatment duration. 
Vertical bars represent SE.
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が真冬の低温遭遇で打破されると考えられる．チャイブ
も涼温条件で休眠が誘導されるが，6℃以下の温度では
逆に休眠誘導が抑止され，成長活性を促進する場合もあ
ることが観察されている（Krug and Fölster, 1976）．な
お，アサツキでは13℃より温度が高くなるにしたがっ
て成長力低下が抑制され，21℃まで上昇すると成長力低
下がおこらないか（‘七窪’）極めて小さくなった（‘八
戸4’）．
 ‘八戸4’における13℃の晩秋期休眠誘導効果は，1週
間処理では効果が無かったが，2週間以上5週間までは
処理期間が長くなるほど効果が大きくなり，5週間で最
大効果に達した（第8図）．
　チャイブでは涼温下の短日条件が晩秋期休眠誘導を促
進したが（Krug and Fölster, 1976），アサツキでは13℃
および21℃での12時間日長と8時間日長の間には晩秋
期休眠誘導で差異が全く見られなかったので（第9図），
自然条件下におけるアサツキの晩秋期休眠は主として温
度で誘導されていると考えられる．なお，第9図の実験
で供試した系統‘倉ヶ嶽’と‘納見’においても，‘八
戸4’や‘七窪’と同様に13℃の温度に強い休眠誘導効
果が見られた．
　アサツキの晩秋期休眠は供試した10品種・系統のど
れでも見られたが（第10図），葉の成長力が急速に低下
し始める時期，成長力の最も低下したレベル（休眠の深
さ），成長力が回復し始める時期には以下の差異が見ら
れた．葉の成長力が低下し始める時期は‘十里塚’が最
も遅く，またこの系統は‘八戸4’と並んで休眠が最も
浅くまた短かった．休眠が最も深かったものは‘七窪’で，
この系統は休眠期間も最長であった．一方，成長力の回
復し始める時期が比較的早かったのは‘八戸4’であった．
アサツキ鱗茎（夏期休眠）の休眠打破（実験4）
鱗茎の収穫後の日数経過による休眠レベルの低下と萌芽・
発根適温域の拡大
　アサツキ鱗茎の芽の収穫後の休眠の深さを平均萌芽日
数で評価すると（第11図），収穫直後の6月30日が最も
深く，その後日数の経過とともに休眠が浅くなり， 8月
11 日になると（萌芽が最も早かった温度である）9〜
17℃での萌芽日数は2週間後の8月25日のものとほとん
ど同じになるまで減少した．また，8月下旬には露地に
植えっぱなしにしておいた株の鱗茎も萌芽を始めたので，
8月中旬には自発休眠が完全に覚醒していたと考えられる．
萌芽適温域は休眠の深い6月30日には9〜13℃の比較的
冷涼な温度域にあったが，休眠が浅くなるにしたがって，
萌芽適温域の高温側が拡大し，7月28日には9〜17℃に，
8月11日以降は9〜21℃になった．一方，発根日数も収
穫後から日数が経過するにしたがって減少したが，全般
に萌芽に比べてかなり早い時期に発根し，また発根温度，
植付時期による発根日数の差が小さかった．収穫直後の
発根適温域は 9〜17℃であったが，7 月 14 日には 9〜
21℃へと高温側が広がり，また7月14日植付の発根日
数はその後植付のものとほとんど変わらなかったので，
根の自発休眠は7月中旬にはほぼ覚醒したと考えられる．
しかし， 8月11日になると発根適温域がさらに広がって
Fig. 10.   Seasonal changes in leaf growth activity of field-
grown 10 cultivars of asatsuki (Expt. 3-4).  Leaf 
growth activity was tested in the same as Expt. 3-1 
except for the explant length (4 cm).
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9〜25℃になり，また露地に植えっぱなしにしておいた
株の鱗茎の発根も8月上旬に始まったことから，根の休
眠の完全な覚醒時期は8月初めと考えられる．
鱗茎の貯蔵温度と貯蔵期間が休眠打破に及ぼす影響
　大筋の傾向として，貯蔵温度がある高さ（上限温度）
までは高くなるほど休眠打破が進み，萌芽は促進された
が，その上限温度は貯蔵期間が長くなるにしたがって低
下した（第12図）．また，貯蔵期間が長くなるにしたがっ
て休眠打破は進んだが，貯蔵延長効果の生じる貯蔵期間
は貯蔵温度が高いほど短くなった．これら二つの効果の
詳細は具体的には以下のとおりであった．
　収穫直後の鱗茎を9〜37℃で2週間貯蔵すると，33℃
まではより高い温度で貯蔵するほど休眠打破が促進され，
植付後の萌芽が早くなった．しかし，貯蔵期間を4週間
にすると，25〜33℃でほぼ同等の休眠打破効果を示し
（25℃の萌芽日数：14.1日；33℃は：11.0日），高い温度
ほど萌芽の促進される傾向は25℃以下の温度でしか見
られなくなった．貯蔵期間を6週間にすると，高い温度
ほど萌芽の促進される傾向は17℃以下の温度でしか見
られなくなり（17〜33℃でほぼ同等の効果），貯蔵期間
を8週間にすると9℃以下の温度でしか見られなくなっ
た（9，17℃でほぼ同等の効果）．また，貯蔵期間を 16
週間にしても高い温度ほど萌芽の促進される傾向が見ら
れたのは9℃以下（−2℃以上）の温度であった．貯蔵
期間を32週間にした場合は，9℃では貯蔵中にすべての
鱗茎が萌芽し，1，5℃でも萌芽日数はそれぞれ4.1，4.6
日の短い日数になったが，この萌芽日数は貯蔵中にすで
に休眠覚醒していたことを示している（ある程度以上短
い萌芽日数と貯蔵中の休眠覚醒との関係については後述）．
しかし，−2℃では萌芽日数が17.7日になって貯蔵中の
休眠覚醒は考えられず，−2℃は1℃に比べて休眠打破
の作用がかなり弱かった．
　一方，貯蔵期間延長による萌芽促進効果は以下のよう
であった．33℃での貯蔵期間が2週間から4週間に延長
されても萌芽はわずかしか早くならず（萌芽日数：14.7
Fig. 11.   Effects of planting date and bed temperature on sprout and root emergence of 
asatsuki cloves (Expt. 4-1).  Cloves of ‘Hachinohe 4’ were used after harvested 
on 28 June 1986.  Fifteen cloves per treatment were planted in a bed.
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日→11.0日），33℃は2週間以上の貯蔵では貯蔵期間延
長による萌芽促進効果はないと言える．25℃では貯蔵期
間が2週間から4週間になると萌芽は促進されたが，4，
6および8週間貯蔵では萌芽がほとんど同じであったので，
25℃での貯蔵期間延長による萌芽促進効果が見られた
のは4週間までであった．9，17℃では貯蔵期間延長に
よる萌芽促進効果は8週間まで（後述するが9，17℃貯
蔵では8週間で休眠がほぼ覚醒した），5℃では16週間ま
で，1および-2℃では32週間まで貯蔵期間の延長による
萌芽促進効果が認められた．もっとも5℃以下の低温貯
蔵では1週当たりの休眠打破を進める度合いが高温貯蔵
に比べると小さかったので，貯蔵期間延長による萌芽促
進効果が明白に確認できたのは貯蔵期間の差が4週間以
上ある場合であった．例えば5℃の8週間貯蔵は4週間
貯蔵より萌芽がやや促進されたが，6週間貯蔵との間に
は萌芽の差は見られなかった．
　ところで，9，17℃で8週間貯蔵した鱗茎は，萌芽日
数がそれぞれ9.3，6.5日になり，実験4-1で休眠覚醒し
た時期（8月25日）に適温で萌芽させた場合の萌芽日数
（9.0〜11.3 日）と同等かそれより少なかったので，貯
蔵終了時にはすでに休眠覚醒状態に達していたと考えら
れる．これに対して25℃8週間貯蔵の萌芽日数は13.2
日で，9，17℃貯蔵より萌芽が少し遅れた．すなわち，
8週間貯蔵では25℃の休眠打破効果は9，17℃より少し
劣るようであった．また，5℃の16週間貯蔵でも萌芽日
数は休眠覚醒状態を示す8.9日まで減少したが，9℃の
16週間貯蔵ではさらに減少して2.4日になった．これは
9℃16週間貯蔵では貯蔵中に鱗茎が休眠覚醒し，9℃は
萌芽適温であるため，貯蔵中に萌芽過程を開始したため，
植付後の萌芽日数が少なくなったのであろう．
　以上の実験4-2の結果からわかることは，鱗茎の収穫
直後から2〜4週間の貯蔵では高温の休眠打破効果が大
きく，萌芽を最も促進したが，高温貯蔵が6週間を越え
ると高温の萌芽促進効果が小さくなり，（高温と低温の
中間の温度である）中温貯蔵と同程度かそれ以下になる
ことである．そこで，4週間貯蔵を前期の2週間と後期
の2週間に分け，それぞれを33℃（＝H），17℃（＝M）
あるいは5℃（＝L）で時期別に温度を変えて貯蔵した
ところ，前期を33℃で後期を17℃で貯蔵するHM貯蔵
の萌芽が最も早くなった（第13図A）．次いでHL，HH
貯蔵の萌芽が早く，高温貯蔵を含まないMM貯蔵は萌
芽が著しく遅れ，高温も中温も含まないLL貯蔵では萌
芽がさらに著しく遅れた．次年度に6週間貯蔵を，2週
間ずつの3期に分けた時期別変温貯蔵を行ったところ（第
13 図 B），萌芽が最も早くなったのは HML 貯蔵で，
HMM，HHM貯蔵も同程度に早かった．これらにわず
かに遅れて萌芽したのがHLL，HHL貯蔵で，3期とも高
温貯蔵の HHH 貯蔵はこれらより萌芽が明白に遅れ，
MML, MLL貯蔵もHHH貯蔵と同程度に遅れた．MMM
貯蔵は萌芽がさらに明白に遅れ，LLL貯蔵はさらにかな
り遅れた．以上の6週間の時期別変温貯蔵で萌芽が比較
的早かった貯蔵は，前期が高温で，中期が高温か中温で，
後期が高温以外の温度（中温か低温）で貯蔵するもので
あった．
Fig. 12.   Ef fects of storage temperature and storage period duration on sprout 
emergence of asatsuki cloves (Expt. 4-2).  The same materials as Expt. 4-1 
were used, and all were sprouted at 17 C˚.  Fifteen cloves per treatment.
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　実験 4-2，4-3 の結果から以下のことが考えられる．
収穫直後の休眠が深い時期は高温貯蔵の休眠打破効果が
大きく，貯蔵温度が低くなるほど打破効果は小さくなる
が，休眠が浅くなるにしたがって高温の休眠打破効果が
小さくなるとともに，中温の休眠打破効果が大きくなり，
さらに休眠が浅くなると低温の休眠打破効果が相対的に
大きくなる．結果として長期貯蔵では高温貯蔵を続ける
より，貯蔵期間の途中で高温から中温貯蔵へ切り替え，
その後低温貯蔵に切り替える時期別変温貯蔵が萌芽を最
も促進する．そのため，4週間程度の短期貯蔵では貯蔵
期間を2期に分け，前期を高温で後期を中温で貯蔵する
時期別変温貯蔵が，また6週間程度のやや長い貯蔵では
貯蔵期間を3期に分け，前期を高温で中期を中温で後期
を低温で貯蔵する時期別変温貯蔵が一定温度貯蔵に比べ
萌芽を著しく促進する結果になる．また，時期別変温貯
蔵そのものにも（一定温度貯蔵と比較して）休眠打破を
刺激する効果があるようである（唯一の例外は第13図
AのML貯蔵）．なお，全期間を自然温度で貯蔵したNT
貯蔵（第 13 図 A）は HH 貯蔵と MM 貯蔵の中間の萌芽
の早さであったが，この期間の旬平均気温は 19.1〜
22.7℃で，また旬最高気温の平均は 22.3〜27.3℃で，
MM（17℃）貯蔵よりやや高温での貯蔵になり，また変
Fig. 13.   Effect of storage at different temperatures for two or three successive 2-week periods on sprouting of asatsuki 
cloves (Expt. 4-3).  (A) The same materials as Expt. 4-1 were stored from 30 June to 28 July 1986 and then sprouted 
at 17 C˚.  The storage of HM means that cloves were stored at H (=33 C˚) for 2 weeks and then at M (=17 C˚) for 2 
weeks.  The storage of LL means that cloves were stored at L (=5 C˚) for 4 weeks.  Fifteen cloves per treatment.  (B) 
Cloves of ‘Hachinohe 4’ harvested on 15 June 1987 were stored from 17 June to 29 July and then sprouted at 17˚
C.  The storage of HML means that cloves were first stored at H (=33 C˚) for 2 weeks, secondly at M (=17 C˚) for 2 
weeks, and finally at L (=5 C˚) for 2 weeks.  Eighteen cloves per treatment．Vertical bars represent SE.
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Fig. 14.   Effect of dipping in warm water and chemical application on sprouting of asatsuki cloves  (Expt. 4-4).   Cloves of ‘Hachinohe 
4’ and ‘Banba’ harvested on 28 June 1986 were treated on 2 July or 11 July. Immediately after treatment the cloves 
were sprouted at 17 C˚．Warm water: dipping cloves in water at 45 to 47 C˚ for 1 hour.  GA: dipping cloves in a 500 ppm 
gibberellin solution for 5 hours.  BA: dipping cloves in a 300 ppm benzylaminopurine solution for 5 hours.  Ethylene: a 
5-hr exposure to 1000 ppm ethylene on day for 4 days.  37 C˚, 33 C˚: cloves were stored at 37 C˚ or 33 C˚ from 2 July for 2 
weeks.  CaCN2 : dipping cloves in a 4% solution for 5 hours.  DMDS: an 8-hr exposure to about 360 ppm dimethyl disulfide. 
Eighteen cloves per treatment．Vertical bars represent SE.
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温貯蔵になっていたことが，MM貯蔵より萌芽を促進す
る結果になったと考えられる．
鱗茎に対する温湯浸漬や植物調節物質などの処理による
休眠打破
　チャイブの株に対する温湯浸漬処理は晩秋期休眠の打
破 に 高 い 効 果 を 示 し た が（McCollum, 1935；Fölster 
and Krug, 1977），アサツキの鱗茎に対しては全く効果
が無かった（第14図）．流水浸漬，ジベレリン，エチレン，
カルシウムシアナミドなどの処理も休眠打破の効果がほ
とんど見られなかった．二硫化メチル（DMDS）処理に
はある程度の休眠打破効果が見られたが，休眠打破効果
が最も大きかったのはベンジルアミノプリン（BA）の
300ppm水溶液処理で33，37℃の2週間処理よりも高い
休眠打破効果が見られた．そこで，ベンジルアミノプリ
ンの休眠打破に有効な濃度を検討したところ（第15図），
萌芽促進効果は50ppmでほぼ最大に達し，50〜200ppm
でほぼ同等の効果を示した．一方，発根日数には濃度に
よる差が見られなかったものの，発根した根の発達が
100ppm以上の濃度で抑制されたので，ベンジルアミノ
プリンをアサツキ鱗茎の休眠打破に用いる場合の濃度は
50ppmが適当と考えられる．
摘　　　要
1 ． アサツキとチャイブは休眠生態と鱗茎形成の有無
で大きく異なった．両栽培種とも仲秋後半から晩
秋前半にかけて約1か月間以内の，比較的浅い自発
休眠（晩秋期休眠）に入ったが，アサツキはそれ
に加えて晩春から仲夏にかけての約2.5か月間，深
い自発休眠（夏期休眠）に入った．その間チャイ
ブは旺盛な生育を続け，夏期休眠は見られなかった．
2 ． アサツキは夏期休眠に先だって明白な鱗茎を形成し，
鱗茎の発達完了に伴い地上部を黄変枯死させたが，
チャイブは年間を通して明白な鱗茎を形成するこ
とはなかった．
3 ． アサツキの鱗茎形成は冬の（1月中旬頃までの）自
然低温遭遇によって誘導され，これはその後に夏
期休眠の導入を伴った．低温に遭遇させないと，自
然の長日条件下でも鱗茎を形成せず，また休眠も
せずに成長を続けた．
4 ． アサツキの晩秋期休眠誘導は13℃で最も促進され，
13℃の処理期間が5週間で誘導効果が最大に達した．
13℃より温度が低くなるにしたがって休眠誘導効
果が小さくなり，1℃になると逆に休眠打破された．
13℃より温度が高くなるにしたがっても休眠誘導
効果が小さくなり，21℃では休眠誘導効果はほと
んど見られなくなった．
5 ． アサツキの晩秋期休眠における成長力が急速に低
下し始める時期，休眠の深さ，休眠期間，成長力
の回復時期には品種・系統間で差異が見られた．
6 ． アサツキ鱗茎の芽の自発休眠は収穫直後（6月末）
が最も深く，その後日数の経過とともに浅くなり，
8月中旬には完全に覚醒した．萌芽適温域は休眠が
深い時期は 9〜13℃であったが，覚醒時には 9〜
21℃に広がった．根の自発休眠は芽に比べると浅く，
㻔㻛㻑㻓㻃 㻔㻔㻑㻔㻃 㻛㻑㻜㻃 㻛㻑㻔㻃 㻛㻑㻚㻃 㻛㻑㻖㻃㻖㻑㻜㻃 㻗㻑㻓㻃 㻕㻑㻜㻃 㻗㻑㻓㻃 㻖㻑㻙㻃 㻗㻑㻔㻃㻓㻕㻗㻙㻛㻔㻓㻔㻕㻔㻗㻔㻙
㻔㻛㻕㻓
㻓 㻕㻘 㻘㻓 㻔㻓㻓 㻔㻘㻓 㻕㻓㻓
㻶㼓㼕㼒㼘㼗㼌㼑㼊㻃 㻵㼒㼒㼗㼌㼑㼊㻰㼈㼄㼑㻃㼇㼄㼜㼖㻃㻃㼗㼒㻃㻃㼈㼐㼈㼕㼊㼈㼑㼆㼈 㻥㻤㻃㼆㼒㼑㼆㼑㻃㻋㼓㼓㼐㻌
Fig. 15.   Effect of benzylaminopurine (BA) application on sprouting and rooting of cloves of asatsuki ‘Fukushima’ (Expt. 
4-5).  Cloves were harvested on 6 July 1987 and dipped in a BA solution for 4.5 hours on 14 July and then sprouted 
17 C˚.  Fifteen cloves per treatment.  Vertical bars represent SE.
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8月初めに完全に覚醒した．発根適温域は収穫直後
には9〜17℃であったが，8月上旬には9〜25℃になっ
た．
7 ． 収穫直後2週間ぐらいまでの休眠が深い時期のアサ
ツキ鱗茎は，33℃までの高い温度で貯蔵するほど
萌芽が促進された．しかし，貯蔵期間が長くなる
と萌芽の促進を最大にする温度が低下し，4週間貯
蔵では25〜33℃が，6週間貯蔵では17〜33℃が，8
週間貯蔵では9，17℃が最大の萌芽促進を示した．
収穫直後から2週間を単位とした2段階（4週間貯蔵）
ないし3段階（6週間貯蔵）の時期別変温貯蔵を行
うと，一定温度貯蔵より萌芽を著しく促進した．最
も萌芽を促進した時期別変温貯蔵は，2段階貯蔵の
場合は前期を高温，後期を中温にする貯蔵で，3段
階貯蔵の場合は前期を高温，中期を中温，後期を
低温にする貯蔵であった．
8 ． アサツキの休眠鱗茎に対するベンジルアミノプリ
ンの50ppm水溶液浸漬処理は高温貯蔵以上の休眠
打破効果を示した．
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